
平成28年度 第３回美術館セミナー

１ 日時
平成28年 12月 18日（日）10： 30～ 15： 30

２ 場所
茨城県近代美術館 講堂，講座室

３ 参加者
県内の幼稚園，小学校，中学校，高等学校
の教員（21名）

４ 講師
岩井 俊雄 氏
（メディアアーティスト／絵本作家）

５ 活動内容
10： 00～ 10： 30

受付（講座室前）
10： 30～ 12： 00

レクチャー（講堂）
「僕のメディアアートは

こうして生まれた」
12： 00～ 13： 30

昼食・展覧会自由鑑賞
13： 30～ 15： 30

ワークショップ（講座室）
「映像の不思議をつくってみよう」

※鑑賞会を含む。

【レクチャー】※一般の参加者も含む。（93名の参加）

【昔の図鑑の挿絵をもとに】 【パラパラ漫画を実況説明】 【絵本『100かいだてのいえ』の解説】

岩井氏の幼少の頃からメディアアーティストへと開花する過程を画像に映し出しな
がら，分かりやすく説明いただきました。

子どものころに母親から「もう，おもちゃは買いません !!欲しかったら自分でつく
りなさい !」と言われものづくりに目覚めたこと，手にした図鑑の挿絵がリアルで本
自体の完成度が高く見入ったことなど，岩井氏の興味のありかを知ることができまし
た。

小学生時代の工作ノートには，「こんなものが実際にあったら便利だな。」という
ことから始まった製品開発のアイデアがいっぱい詰まっており，アイデアのユニーク
さに参加者から笑いが起きました。岩井氏が実際につくって試した作品には，子ども
の文字で「済」と書かれており，実行力の大きさがうかがえ微笑ましかったです。
岩井氏がかつて教科書のすみに描いたパラパラ漫画は，ストーリー性の面白さとイ

ラストの完成度の高さに参加者から感嘆の声が上がりました。

岩井氏の発想の素晴らしさ，緻密さ，行動力，物の保存状態の良さに驚かされつつ，
高校，大学とメディアアートにのめりこみ，テレビ番組『ウゴウゴルーガ』，三鷹の
森ジブリ美術館の映像展示『トトロぴょんぴょん』，ニンテンドーＤＳのアートソフ
ト『エレクトロプランクトン』などを手がけたことをお話しいただきました。



【ワークショップ及び鑑賞会】

①岩井氏が三鷹市立第五 ②アニメの仕組みをおど ③１グループ４人で描く
小学校全学年でメディア ろき板を用いて説明し， パーツを役割分担。輪郭
を核とした図工の授業を 実際に作ることを参加者 １人，目と眉毛１人，鼻
行ったときの映像をみん に伝えてくださっている １人，口１人。それを８
なで鑑賞しました。 ところです。 コマ分作ります。

④グループのみんなで協 ⑤分担した絵の続きをそ ⑥ろくろの上にプラバン
力して描いた１コマ分を れぞれに描いているとこ の円盤を両面テープで留
他 の 班 に 紹 介 。 iphone か ろです。参加者の描いた め，８コマ分の顔を貼り
らビデオを使ってその場 絵は，一つ一つ変化に富 付けました。
で映し出しました。 んでいて面白いです。

今回のワークショップ
は，岩井氏からのきめ細
やかな説明が分かりやす
く，参加者からは，「ア
ニメの原点を知ると楽し
い 。」「 さ っ そ く 学 校 に
戻って実践したい。」「子
どもの発想を引き出すき
っかけ作りなどためにな
った。」など好評を得て

⑦円盤を回し，１㎜の隙 ⑧どの班も円盤を一カ所 終えることができた。
間があるハガキ大の黒い に置き，みんなでアニメ
画用紙を揺らしてのぞく になっている様子を鑑賞
と動いて見えます。 しました。


